
鴨 川 市

トンネル長寿命化修繕計画

平成 31 年 2月

千 葉 県 鴨 川 市 建 設 経 済 部 都 市 建 設 課



【 目 次 】

１．トンネル長寿命化修繕計画の目的 １

２．トンネル長寿命化修繕計画の背景 ２

３．鴨川市のトンネルの現状 ３

４．鴨川市のトンネル長寿命化修繕計画の対象トンネル ４

５．修繕実施計画（期間：2017 年～2027 年） ５

６．損傷事例 ６

７．鴨川市の今後の維持管理への取り組み ７

８．コスト縮減効果 ８



1．トンネル長寿命化修繕計画の目的

鴨川市都市建設課の管理する道路トンネルは、1945（昭和 20）年頃～高度経済成長期

に整備されており、今後その大部分が高齢化を迎え、補修が必要となってきます。

一方、損傷が現れてから大規模な修繕を行う事後保全的な維持管理を行った場合、維持管

理コストが非常に高くなり、適切な予算配分が困難になる可能性があります。

そこで鴨川市は、トンネル長寿命化修繕計画を策定し、予防保全的な維持管理を実施する

ことで、長寿命化によるコスト縮減と地域の道路網の安全性・信頼性のより一層の向上を図

ります。



2．トンネル長寿命化修繕計画の背景

鴨川市都市建設課が管理する道路トンネルは、総計 14本、総延長約８００mあります。

鴨川市では、2013 年度に 11本、2017年度に 13本のトンネルを対象に、初回点検（近

接目視）及び定期点検を実施しています。これらの結果より、外力、材質劣化、漏水による

損傷が確認されており、適切な補修・補強を施し、老朽化が進むトンネルに対して、予防保

全の観点から効率的・効果的な維持管理により、長寿命化を図っていくことが必要と考えて

います。

●外力による損傷の例

●材質劣化による損傷の例

●漏水による損傷の例



3．鴨川市のトンネルの現状

鴨川市都市建設課が管理するトンネルは、２０１９年２月時点で１４トンネルあります。

2018年現在、建設から 50 年以上経過しているトンネルは１２トンネル（86％）です

が、今後１0年間で１４トンネル（100％）となり、急速に高齢化していきます。

今後、これらの高齢化が一斉に進むことから、集中的に多額の修繕費用が必要となること

が懸念されます。

鴨川市の建設年次別管理トンネル数

高齢化の推移

完成後 50 年以上経過したトンネル

（1968年以前に建設）
1968 年



4．鴨川市のトンネル長寿命化修繕計画の対象トンネル

1 袋倉第六トンネル 袋倉線 東町字中袋倉谷１７２７番１地先 16.0 吹付モルタル

2 袋倉第五トンネル 袋倉線 東町字上袋倉谷１６９３番１地先 26.8 吹付モルタル

3 袋倉第四トンネル 袋倉線 東町字上袋倉谷１６７０番１地先 77.0 吹付モルタル／ライナープレート

4 袋倉第三トンネル 袋倉線 東元浜荻飛地字倉掛５１番１地先 26.0 吹付モルタル

5 袋倉第二トンネル 袋倉線 東元浜荻飛地字倉掛５２番２地先 12.3 吹付モルタル

6 袋倉第一トンネル 袋倉線 東町字坂下１１３８番地先 110.2 覆工コンクリート

7 船石隧道 船石線 打墨字船石２３６３番１地先 75.5 覆工コンクリート／ライナープレート

8 金山隧道 船石線 打墨字切貫２３４７番１地先 133.7 覆工コンクリート／吹付モルタル

9 第二隊道 沢田小滝線 太田学地内 85.7 覆工コンクリート／吹付モルタル

10 九頭竜トンネル 江見太夫崎線 西江見字前田２３９番１地先 26.0 覆工コンクリート（矢板工法）

11 ツガイトンネル ツガイ２号線 太海字ツガイ１８４１番９地先 47.0 ライナープレート／吹付モルタル

12 日渡トンネル 釜沼小金線 釜沼字日渡４９４番１地先 94.0 覆工コンクリート（矢板工法）

13 片倉隧道 下鷹ノ巣片倉線 打墨字上鷹ノ巣２３１８番１地先 14.0 素掘り

14 銘川隧道 銘川小滝線 池田字小滝６９０番１地先 13.0 素掘り

路線名 構造形式No.

対象トンネル一覧表

延長

(ｍ)
トンネル名 箇所



5．修繕実施計画（期間：201７年～2027 年）

※ 但し、予算等の都合により計画通りに修繕が実施されない場合があります。

年次修繕計画(10年間)

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

1 袋倉第六トンネル 袋倉線 16.0
昭和30年
(1955年)

● ● ●

2 袋倉第五トンネル 袋倉線 26.8
昭和30年
(1955年)

● ● ●

3 袋倉第四トンネル 袋倉線 77.0
昭和30年
(1955年)

● ● ●

4 袋倉第三トンネル 袋倉線 26.0
昭和30年
(1955年)

● ● ●

5 袋倉第二トンネル 袋倉線 12.3
昭和30年
(1955年)

● ● ●

6 袋倉第一トンネル 袋倉線 110.2
昭和30年
(1955年)

7 船石隧道 船石線 75.5
昭和40年(想定)
(1965年)

● ● ○ ◎ ●

8 金山隧道 船石線 133.7
昭和30年
(1955年)

● ● ●

9 第二隧道 沢田小滝線 85.7
昭和41年
(1966年)

● ● ●

10 九頭竜トンネル 江見太夫﨑線 26.0
昭和48年
(1973年)

● ● ○ ◎ ●

11 ツガイトンネル ツガイ2号線 47.0
昭和30年(想定)
(1955年)

● ● ●

12 日渡トンネル 釜沼小金線 94.0
昭和45年
(1970年)

● ● ○ ◎ ●

13 片倉隧道 下鷹ノ巣片倉線 14.0
昭和20年(想定)
(1945年)

● ● ●

14 銘川隧道 銘川小滝線 13.0
昭和20年(想定)
(1945年)

● ● ●

凡例　　●：点検　○：設計　◎：修繕

建設年次
対策実施年度

No. トンネル名称 路線名
延長
(m)

※将来的に取壊す予定があるため、修繕を実施しません。



6．損傷事例

鴨川市のトンネル定期点検により、早期に対策が必要と判断された損傷事例です。

●ひびわれ

●漏水

●腐食



7．鴨川市の今後の維持管理への取り組み

☆短期対策と中長期対策の取り組み

・現在損傷が発生しているトンネルに対して、損傷が進行する前に、早期に『短期対策』

を行います。

・今後高齢化するトンネルに対して、コスト縮減と地域の道路網の安全性・信頼性のよ

り一層の向上を図るため、『中長期対策』として計画的な維持管理を行います。

☆計画期間の考え方（短期対策）

・計画期間は、５年に１回の定期点検サイクルを踏まえ、点検間隔が明らかとなるよう

10年計画とします。なお、点検結果等を踏まえ、５年ごとに計画を更新します。

☆対策の優先順位（優先順位の考え方）

・点検結果に基づいて、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な措置を講じます。

なお、対策の優先順位は、トンネルの損傷の程度や第三者への影響度、路線の重要度

などを総合的に勘案して判断します。



８．コスト縮減効果

対象の１４トンネルについて、損傷が現れてから大規模な修繕を行う『事後保全型』と、

短期対策と中長期対策を行う『予防保全型』のコスト比較を行いました。

今後 50年間の維持管理の費用は事後保全型に対し、予防保全型は約 90％縮減可能に

なります。

本体工修繕費（予防保全型・事後保全型）のコスト縮減効果（計画策定期間：５0年）

約 2.4 億円

約 25.4 億円

約 23.0 億円

（約 90％）

コスト縮減

年


